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[サイドバーは、

テキストの重要

なポイントを強

調したり、スケジ

ュールなどの情

報を追加して簡

単に参照できる

ようにしたりす

るのに便利です。 

これらは通常、ペ

ージの左側、右

側、上部、または

下部に配置され

ますが、ドラッグ

して好きな位置

に簡単に動かせ

ます。 

内容を追加する

準備ができたら、

ここをクリック

して入力を始め

ましょう。] 

【本体個人フォルダの作成】初期搭載フォルダを本体個人フォルダへコピー 

 

 

パソコン本体のマスターデータを本体フォルダに別名を付けて (※以下「個人フォルダ」) コピーして使用ができます。 

★ この「個人フォルダ」により、初期搭載フォルダを変更することなく独自のマスターデータの更新及び、各個人データにて見積書の作成及び

見積データの記録が可能となります。 

1) 「DataFolder のコピー」ボタンをクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2) 「DataFolder のコピー」画面が表示されます。 

 

 

 

 

 

  

本体個人フォルダの使用 
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3) 「本体 UserFolder へ」を ON にします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

4) コピー元となるマスターデータのフォルダを選択します。 
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5) コピー先「個人フォルダ」へのフォルダ名を入力後「コピー実行」ボタンを押すと「コピー完了」の画面が表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

参考) 「個人フォルダ」にコピーされた DataFolder は「本体 UserFolder」を ON にすると画面に表示されます。 

この状態で表示の箇所(例では◆社員 A) をクリックするとこのマスターデータにて可動し、見積データも当フォルダに格納されます。 

 

 

 

 

 

コピー後の DataFolder 名には 
◆が自動添付されます。 


